
2月のイベント情報
今月開催の市内イベント情報をお知らせします

障害のある方の芸術活動への参加を通じて生
活を豊かにするとともに、県民の障害への理
解と認識を深め、障害のある方の自立と社会
参加の促進に寄与することを目的として開催
されています。期間中は市内の障害者福祉施
設利用者の作品展示も行います。

今年もサンフレッチェ広島のメンバーが清神
社を訪れ、必勝祈願を行います。2018シー
ズンより指揮を執る城福浩氏も新監督として
参加予定。厳かな雰囲気の中、神事が執り行
われ、今シーズの活躍を祈願します。
※スケジュールの都合により日程が変更となる場合
　があります。

今回で14回目の開催となる「安芸高田市民
フォーラム」では、若者が今後の地域社会の
担い手として活躍できるよう、「若者が興す我
まち安芸高田」をテーマに、パネルディスカッ
ションによる意見交換などを行います。
□備申込不要

子どもたちが芸術に親しむとともに、自分を見
つめる機会にしてもらおうと毎年開催している
「児童・生徒自画像展」。市内小、中学校の児
童、生徒から募集した自画像を展示します。
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サンフレッチェ広島 必勝祈願祭

第15回 安芸高田市児童・生徒自画像展

□所クリスタルアージョ１階市民ギャラリー
□時2月14日(水)～22日(木) 
□問社会福祉課　障害者福祉係
　☎・お太助フォン 42-5615

□所高宮田園パラッツォ
□時13時開会(12時30分開場)
□問地方創生推進課　まちづくり支援係
　☎・お太助フォン 42-2124

□所清神社
□時11時～(予定)
□問生涯学習課　文化・スポーツ振興係
　☎・お太助フォン 42-0054

□所八千代の丘美術館
□時2月14日(水)～3月5日(月)
□問八千代の丘美術館　
　☎・お太助フォン 52-3050
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安芸高田市
八千代支所
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☎・お太助フォン 42-2111（代）
☎・お太助フォン 52-2111
☎・お太助フォン 54-0311
☎・お太助フォン 57-0311
☎・お太助フォン 45-4111
☎・お太助フォン 46-3111

本庁・支所連絡先

〈今月の表紙〉
神楽門前湯治村
「権兵衛」の夜叉うどん

安芸高田市ホームページ
http://www.akitakata.jp

市役所開庁時間 8:30～17:15
(土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁)
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宿泊を伴う指定管理施設の課題と今後の方向性

安
芸
高
田
市
に
は
、
年
間
約
１
７
０
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
こ
の
観
光
客
を
受
け

い
れ
て
い
る
宿
泊
可
能
な
観
光
施
設
に
、
神
楽

門
前
湯
治
村
（
美
土
里
町
）、
た
か
み
や
湯
の

森
（
高
宮
町
）、川
根
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
高

宮
町
）
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
施
設
の
管
理
運

営
は
指
定
管
理
者
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
の
３
施
設
を
合
わ
せ
る
と
、
週
末
や
祝

日
な
ど
を
中
心
に
、
年
間
約
25
万
人
も
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
指
定
管
理
者

の
献
身
的
な
経
営
努
力
の
結
果
と
考
え
て
お

り
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設

は
、
安
芸
高
田
市
に
人
を
呼
び
込
み
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
私
も
こ
れ
ら
の

施
設
は
、
安
芸
高
田
市
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
施
設
と
考
え
て
お
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
継
続
し
て
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
建
設
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、
い
ず
れ

施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
り
、
更
新
費
に
は
数

億
円
単
位
の
多
大
な
費
用
が
掛
か
る
の
も
事
実

で
す
。
こ
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
は
、
観

光
客
を
増
や
し
、
収
益
を
あ
げ
積
み
立
て
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
の
運
営
で
は
難
し
い

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
「
観
光
」
と
い
う
枠
だ
け
で
は
解
決

策
は
見
い
だ
せ
ず
、「
福
祉
」
分
野
で
の
活
用

も
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
健

康
増
進
と
い
う
考
え
方
を
す
れ
ば
、
宿
泊
、
入

浴
、
食
事
を
備
え
た
施
設
が
市
内
に
複
数
あ
る

こ
と
は
強
み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を

活
用
し
、
平
日
な
ど
稼
働
の
低
い
時
に
、
例
え

ば
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
、
い
わ
ゆ
る

「
湯
治
」
を
目
的
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、
健
康

寿
命
が
延
び
る
と
と
も
に
行
政
的
に
も
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
平
日
に
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
で
、施
設
側
と
し
て
稼
働
率
が
上
が
り
、

施
設
更
新
の
経
費
を
積
み
立
て
て
い
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
観
光
だ
け
、
福
祉
だ
け
の
縦

割
り
で
事
業
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
市
が

一
丸
と
な
っ
て
現
在
あ
る
資
源
を
活
か
し
な
が

ら
、
効
率
的
、
効
果
的
に
行
政
運
営
す
る
こ
と

で
、「
訪
れ
た
く
な
る
」
そ
し
て
「
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
」
安
芸
高
田
市
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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